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ょ
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 せいめいさんと ʻせいめいさんと ʻ菊菊
き

く
き

く

桜桜
ざ

く
ら

ざ
く

ら

ʼ̓

先
せん

生
せい

、この菊
きく

咲
ざ

きの

桜
さくら

を調
しら

べていただけ

ますか？

わたしは桜
さくら

博
はか

士
せ

の

三
み

好
よし

学
まなぶ

だ。大
おお

渡
わたり

君
くん

、もちろんだ。

ありがとう！！

1907年
ねん

日
に

本
ほん

で最
さい

初
しょ

に

‘菊
きく

桜
ざくら

’ を新
しん

種
しゅ

として

発
はっ

表
ぴょう

したぞ

1931 年
ねん

に三
み

好
よし

教
きょう

授
じゅ

から皇
こう

居
きょ

に

‘菊
きく

桜
ざくら

’ が献
けん

上
じょう

された。また、その年
とし

に

誕
たん

生
じょう

された順
よりのみや

宮厚
あつ

子
こ

内
ない

親
しん

王
のう

のお印
しるし

にも

選
えら

ばれた。

私
わたし

は六
ろっ

高
こう

の生
せい

物
ぶつ

学
がく

助
じょ

手
しゅ

に

なった佐
さ

藤
とう

清
きよ

明
あき

。

せいめいさんと呼
よ

んでね。

↑の ‘菊
きく

桜
ざくら

’ の経
けい

緯
い

は

よく知
し

ってるぞ。

それにしても…それにしても…

1923年
ねん

1916 年
ねん

なんと美
うつく

しい！

※1・・・六
ろっ

高
こう

の跡
あと

地
ち

は、現
げん

在
ざい

岡
おか

山
やま

県
けん

立
りつ

岡
おか

山
やま

朝
あさ

日
ひ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

となっている。

六
ろっ

高
こう
※ 1（現

げん

: 岡
おか

山
やま

大
だい

学
がく

）の

大
おお

渡
わたり

教
きょう

授
じゅ

が菊
きく

咲
ざ

きの桜
さくら

を

見
み

つけ、六
ろっ

高
こう

に植
う

えて大

切に育
そだ

ててきた。

担
たん

当
とう

: 大
おお

森
もり

悠
ゆう

平
へい
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‘菊
きく

桜
ざくら

’ は、

成
せい

長
ちょう

すると花
はな

色
いろ

が

変
か

わっていくぞ

まるで‘まるで‘菊菊
きくきく

桜桜
ざくらざくら

’に’に
恋恋
こいこい

するする文文
ぶんぶん

学学
がくがく

青青
せいせい

年年
ねんねん

のの
ようだねようだね

他
ほか

にも文
ぶん

章
しょう

で

いくつかの美
び

点
てん

を

書
か

いているんじゃ

話
はなし

は変
か

わるが、私
わたし

は

色
いろ

んな方
ほう

言
げん

を研
けん

究
きゅう

しているんじゃ！

カマキリの方
ほ う

言
げ ん

現
げ ん

行
こ う

全
ぜ ん

国
こ く

妖
よ う

怪
か い

辞
じ

典
て ん

雪
ゆき

バンバ
南
かぼちゃ

瓜コロガシ

ヒキガエルの方
ほ う

言
げ ん

イタドリの方
ほ う

言
げ ん

おたまじゃくしの

方
ほ う

言
げ ん

ヂャンケンの方
ほ う

言
げ ん

1944 年
ねん

になって

全
ぜん

国
こく

で合
ごう

計
けい

184 の

方
ほう

言
げん

を収
しゅう

録
ろく

他他
ほかほか

にもアリジゴク、ばれいしょ、にもアリジゴク、ばれいしょ、
片片
かたかた

足足
あしあし

飛飛
とと

び、ハコベ、メダカ、び、ハコベ、メダカ、
吃吃
きつきつ

逆逆
ぎゃくぎゃく

（しゃっくり）、スミレ、（しゃっくり）、スミレ、
などのなどの方方

ほうほう

言言
げんげん

集集
しゅうしゅう

をを発発
はっはっ

表表
ぴょうぴょう

したんだよねしたんだよね

物
ぶっ

資
し

の不
ふ

足
そく

が影
えい

響
きょう

して、配
はい

給
きゅう
※2が

少
すく

なくなった。学
がっ

校
こう

の教
きょう

育
いく

は、

勉
べん

強
きょう

より優
ゆう

先
せん

して、軍
ぐん

隊
たい

や軍
ぐん

需
じゅ

工
こう

場
じょう

で働
はたら

く体
たい

制
せい

となっていく ...

※ 2・・・配
はい

給
きゅう

とは、数
すう

量
りょう

が十
じゅう

分
ぶん

でない物
ぶっ

資
し

（米
こめ

や味
み

噌
そ

、砂
さ

糖
とう

などの食
た

べ物
もの

や衣
い

類
るい

など）をわりあて配
くば

る制
せい

度
ど

。

万
まん

一
いち

のため

六
ろっ

高
こう

の ‘菊
きく

桜
ざくら

’ 一
ひと

枝
えだ

を

里
さと

庄
しょう

の自
じ

宅
たく

に避
ひ

難
なん

じゃ。

接
つ

ぎ木
き

をして育
そだ

てていくぞ！

佐
さ

藤
とう

清
きよ

明
あき

は、1925 年
ねん

高
こう

校
こう

の生
せい

物
ぶつ

の先
せん

生
せい

となり、清
せい

心
しん

高
こう

等
とう

女
じょ

学
がっ

校
こう

（現
げん

: 清
せい

心
しん

女
じょ

子
し

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

）に長
なが

く勤
つと

め、また岡
おか

山
やま

大
だい

学
がく

などの講
こう

師
し

にもなった。
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たくさんの人
ひと

が亡
な

くなり、
たくさんのものを失

うしな

った。
六
ろっ

高
こう

に植
う

えられていた ‘菊
きく

桜
ざくら

’
もその一

ひと

つ。

それでも里
さと

庄
しょう

の
家
いえ

にある ‘菊
きく

桜
ざくら

’ は
生
い

き残
のこ

ったんじゃ！
大
たい

切
せつ

に育
そだ

てるぞ。

年
ねん

月
げつ

が経
た

ち・・・

大
おお

きく
育
そだ

ったぞ！

1945年
ねん

6 月
がつ

29 日
にち

午
ご

前
ぜん

2 時
じ

43 分
ふん

岡
おか

山
やま

市
し

街
がい

空
くう

襲
しゅう

警
けい

報
ほう

が発
はつ

令
れい

されないうちに市
し

街
がい

地
ち

を一
いっ

瞬
しゅん

で猛
もう

火
か

に包
つつ

んだ岡
おか

山
やま

空
くう

襲
しゅう

。
アメリカの B-29 爆

ばく

撃
げき

機
き

138 機
き

が
1時

じ

間
かん

24 分
ふん

にわたって約
やく

95000 発
はつ

の
焼
しょう

夷
い

弾
だん

を投
とう

下
か

した。市
し

街
がい

地
ち

の約
やく

6 割
わり

が
焼
や

き尽
つ

くされ、少
すく

なくとも 1737人
にん

以
い

上
じょう

が亡
な

くなった。
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1952 年
ねん

昭
しょう

和
わ

天
てん

皇
のう

が岡
おか

山
やま

に

お越
こ

しになった時
とき

六
ろっ

高
こう

の菊
きく

桜
ざくら

について

お尋
たず

ねされたのか？

私
わたし

の家
いえ

にある

‘菊
きく

桜
ざくら

’ を

皇
こう

居
きょ

に献
けん

上
じょう

するぞ！

また、1985年
ねん

にも佐
さ

藤
とう

家
け

より

‘菊
きく

桜
ざくら

’ が皇
こう

居
きょ

に

献
けん

上
じょう

された。

1953年
ねん

池
いけ

田
だ

厚
あつ

子
こ

さん

岡
おか

山
やま

の池
いけ

田
だ

家
け

に
嫁
か

した厚
あつ

子
こ

さんの
新
しん

居
きょ

の自
じ

宅
たく

にも
‘菊
きく

桜
ざくら

’ を植
う

えた
んじゃ！

同
どう

年
ねん

秋
あき

、岡
おか

山
やま

へお越
こ

しになった

昭
しょう

和
わ

天
てん

皇
のう

が、私
わたし

が育
いく

成
せい

した ‘菊
きく

桜
ざくら

’ を後
こう

楽
らく

園
えん

にお手
て

植
う

えされた

んじゃ

‘菊
きく

桜
ざくら

’以
い

外
がい

の活
かつ

動
どう

でいえば

終
しゅう

戦
せん

後
ご

は動
どう

物
ぶつ

や植
しょく

物
ぶつ

を調
しら

べたり、

天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

や文
ぶん

化
か

財
ざい

の調
ちょう

査
さ

・

保
ほ

護
ご

をしたりしたんじゃ。

笠
か さ

岡
お か

のカブトガニ繫
は ん

殖
しょく

地
ち

1998 年
ねん

9 月
がつ

17 日
にち

里
さと

庄
しょう

町
ちょう

の自
じ

宅
たく

にて

佐
さ

藤
とう

清
きよ

明
あき

、永
えい

眠
みん

。

享
きょう

年
ねん

93 才
さい

。

清清
せいせい

明明
めいめい

さんがさんが守守
まもまも

りり抜抜
ぬぬ

いたいた
‘‘菊菊

きくきく

桜桜
ざくらざくら

’は、’は、岡岡
おかおか

山山
やまやま

県県
けんけん

のの
様様
さまさま

々々
ざまざま

なな場場
ばば

所所
しょしょ

にに広広
ひろひろ

がりがり
育育
そだそだ

てられていったよ！てられていったよ！
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2018 年
ねん

清
せい

明
めい

さんの遺
い

志
し

を
継
つ

ぎ、菊
きく

桜
ざくら

育
いく

成
せい

保
ほ

存
ぞん

会
かい

が設
せつ

立
りつ

される

主
おも

な活
かつ

動
どう

は
‘菊
きく

桜
ざくら

’ を育
いく

成
せい

し
後
こう

世
せい

に伝
つた

えて
いくこと

そして、多
おお

くの人
ひと

に
知
し

ってもらうための
PR活

かつ

動
どう

を行
おこな

うこと

菊
きく

桜
ざくら

育
いく

成
せい

保
ほ

存
ぞん

会
かい

や、たくさんの人
ひと

の

想
おも

いと努
ど

力
りょく

によって ‘菊
きく

桜
ざくら

’ が今
いま

も

育
そだ

てられているんだ！ 2024年
ねん

には

岡
おか

山
やま

県
けん

で開
かい

催
さい

される全
ぜん

国
こく

植
しょく

樹
じゅ

祭
さい

で、

‘菊
きく

桜
ざくら

’ がお手
て

植
う

えされるぞ

清
せ い

明
め い

さん

次
つぎ

は、岡
おか

山
やま

県
けん

の

‘菊
きく

桜
ざくら

’ を紹
しょう

介
かい

する

んじゃ！


